
作成日：

担当課：

１　評価対象施設の概要

開始日

終了日

評価実施年

２　利用実績

単位 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

人 6,988 5,583 4,739 5,210

人 2,119 1,119 1,113

人 238 324 358

３　事業収支

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

A　 79,318,642 71,916,591 74,939,868 71,691,740 0 0

0 0 0 0

63,311,942 55,142,004 51,492,467 55,654,707

0 0 0 0

16,006,700 16,774,587 23,447,401 16,037,033

B　 81,133,395 80,168,330 83,454,752 77,541,707 0 0

81,105,155 80,142,955 83,436,086 77,530,751

28,240 25,375 18,666 10,956

A-B　 -1,814,753 -8,251,739 -8,514,884 -5,849,967 0 0

４　管理運営状況評価

要介護者

災害対応や、事故防止、感染症予防に努めていただき、より安全、安心な施設運営に向けて取り組んでいただいている。

また、積極的に自主事業を行い、高齢者とその介護を担う家族の日常生活支援に取り組んでいただいていた。

効率性効率性効率性効率性：経費の縮減等の効果（経費縮減・収入増加の具体的な取組、効果等）

適正性適正性適正性適正性：適正な施設の管理運営（施設の管理運営の状況、自主事業の取組、安全管理・危機管理体制等）

指定管理者による自己評価

県の指定基準を満たす人員配置を行っている。自主事業については、無料の排泄ケア相談所（ミニむつき庵いこま）の設置やsalon

de kourakuの開催など等、施設の有効活用につなげている。また、緊急事故発生時のマニュアルや消防計画の作成、訓練や設備点

検などを行い、危機管理体制の強化に努めている。

市の評価

平成28年4月1日

令和3年3月31日

指定期間

通所型サービスA

健全な介護保険事業所としての管理運営を行うとともに、通所型サービスＣ（パワーアップＰＬＵＳ教室）を市から受託し、同事業

にボランティアを活用する等、公共施設の特性を活かした有効活用にも取り組んでいる。また日々の振返りのミーティングや事例検

討等を行い、利用者の満足度向上に努めている。

市の評価

社会福祉協議会が運営する通所介護施設として、よりよい介護サービス提供に向け、様々な事業に着手し、職員が協力して取り組ん

でいただいた。

施設管理面では、夜間警備を機械警備にするとともに、施設管理業務の委託を福祉センターを含めた一般競争入札を実施し、経費削

減に努めた。収入の増加については、市からの受託事業の積極的な受入れ、また令和元年度からは体験利用の受入れを開始する等、

サービス利用促進につなげている。

市の評価

　施設の老朽化や、介護報酬の改定等による減収等、経営に支障となる事象に対応いただき効率的な運営に向けた様々な取り組みを

すすめていただいた。

指定管理者による自己評価

支出計

利用料金収入

指定事業費

自主事業費

有効性：有効性：有効性：有効性：施設の設置目的の達成（施設の目的や特性等に合致した管理運営、市民の平等な利用の確保、利用者の満足度等）

指定管理者による自己評価

その他

事業収支

指定管理料

自主事業収入

施設名称

生駒市北新町３番１号

老人に対し、その心身の健康の保持及び生活の安定のため老人福祉法（昭和３８年法律第１３３号）第１５条第

２項の規定により、本市に老人デイサービスセンターを設置

入浴、食事の提供、機能訓練、介護方法の指導等を行う事業その他市長が必要と認める事業。

所在地

主な実施事業等

利用料金制

公募

設置目的

最終年度を除く指定管理期間全体

収入計

利用区分等

通所型介護予防

生駒市デイサービスセンター　幸楽

指定管理者名

利用料金制適用区分

選定方法

令和2年8月25日

福祉健康部　高齢施策課

指定管理者導入施設　管理運営総合評価シート

社会福祉法人生駒市社会福祉協議会

総括用



５　総合評価（指定管理期間全体を通した管理運営に対する評価）

社会福祉協議会としての責務を果たすべく、パワーアップＰＬＵＳ教室の受託をはじめ、介護予防事業に積極的に取組むこ

とはもとより、自主事業として「ミニむつき庵いこま」等を設置し、介護サービスの向上の一助とするなど、今後も先駆的

な介護保険事業所としての運営に努めていく。また、利用者数や事業収支の状況を定期的に職員間で共有し、サービス内容

を見直して利用者の満足度向上につなげられるように取り組んでいる。現在、事務経費等の削減に努めているものの、施設

の老朽化による設備の故障などが増大してきており、利用者に良好なサービスの提供が困難になっている。そのため、市に

よる施設・設備の改修等について是非ともお願いしたい。

指定管理者による自己評価

　社会福祉協議会としての責務を果たすべく、高齢者を取り巻く状況に臨機応変に対応し、職員や、ボランティアが協力し

て、よりよいデイサービスセンターの運営に向けて取り組んでいただいた。

　積極的に市の受託事業や、自主事業を実施し、介護を必要とする高齢者とその家族のニーズに応え、日常生活のケアや、

介護予防活動に尽力いただいた。

利用者によりよい介護サービスを安定して提供できるよう、経費の節減や、適切な施設の維持管理に努めていただいていた。

安定性安定性安定性安定性：サービスの安定的な提供（事業収支の状況）

指定管理者による自己評価

利用者数の増加に努めるとともに事務経費等を削減するなど、可能な限り収支の改善に努めた。また、施設・設備の補修等について

は、抜本的な改修が必要であり、市の施設であることから、年次計画による改修工事を行うことにより施設の寿命も延びることにな

る。その結果、本会においても安定的な事業継続が可能となってくる。

市の評価


